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社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

田中正一・教授 日本薬局方原案審議委員会 医薬品医療機器総合機構 

田中正一・教授 日本ペプチド学会 評議員 日本ペプチド学会 

田中正一・教授 有機合成化学協会 代議員 有機合成化学協会 

田中正一・教授 日本薬学会九州支部幹事 日本薬学会 

大庭誠・准教授 有機化学部協力研究員 国立医薬品食品衛生研究所 

大庭誠・准教授 幹事 長崎県理科・化学教育懇談会 

大庭誠・准教授 第 49 回若手ペプチド夏の勉強会 世話人 日本ペプチド学会 

 

競争的資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

田中正一・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(B) 

配座制限環状アミノ酸のデノボ設計と創薬

化学への応用 
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田中正一・教授 日本学術振興会 代表 挑戦的研究（萌芽） 
α-トリフルオロメチルアミノ酸含有ペプチ

ドの 2 次構造からの創薬へのアプローチ 

大庭誠・准教授 日本学術振興会 代表 国際共同研究加速基金（国際共同研究強化） 

膜透過性ペプチドの開発と DDS キャリアと

しての応用（国際共同研究強化） 

大庭誠・准教授 公益財団法人持田記念医学薬学振興財

団研究助成 
代表 研究助成 

血液脳関門を突破する薬物送達ペプチドの

開発 

上田篤志 
・テニュアトラ

ック助教 

日本学術振興会 代表 若手研究（B） 

コンフォメーション制御と分子認識を基盤

とした架橋ペプチド触媒の創製 

上田篤志 
・テニュアトラ

ック助教 

公益財団法人上原記念生命科学財団 代表 研究奨励金 
フッ素導入ジ置換アミノ酸合成と機能性ペ

プチドの創出 
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